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江戸時代の四天王寺における童舞について
―常楽会と聖霊会の事例を中心に―
On warabe-mai （bugaku-dance performed by child/children）  



































































































 6）	「四天王寺舞楽之記」（これも後出の注 14 を参照）文化 10 年の常楽会の記事に、陵王舞人東儀俊寿（俊
在）の注記として「開面自作之面にて舞始着之事」とあり、俊寿は舞楽面を自作するほどの技量の持
ち主であり、楽人仲間からも面の制作を依頼されていたと考えられる。































































































































































































































































































































































































































































































































天王寺における舞楽法会の記録が残されており、その後の安政 7 年から明治 5（1872）年まで
は「楽所日記」を用いて、この二つの舞楽法会での童舞上演の状況をまとめたものが、【表 3】
である。以下、【表 3】に基づき考察を進めたい。
　調査対象とした 186 年間においては、常楽会と聖霊会を合わせると 372 回の舞楽法会が実施
されるはずであったが、この間四天王寺においては、宝暦 8（1758）年から同 12 年までの楽所
の出仕拒否により舞楽が演じられなかった期間があり、さらにその後も引き続いて楽所側の記




在住した天王寺方東儀文均の日記。天保 15 年から明治 5 年までの日次記事を収めた巻と三方楽所の責
任者である老分としての職務記録の巻の全 37 巻からなるもの。以下、「四天王寺舞楽之記」に関して




16）	この間の記録は、「四天王寺楽人林家楽書類」第 70 冊から第 78 冊の「天王寺寺僧与争論留」に残され
ており、南谷による翻刻が、『天王寺楽所史料」（清文堂史料叢書第 71 刊）、1995 年、pp.1－127 にある。
事の発端は、宝暦 8 年 3 月に四天王寺から天王寺方在天楽家に対し宗門改帳の提出を求めたことにあ
り、そこから、楽家の支配権が四天王寺にあるのかどうかについて、寺社奉行の裁定を求めるまでの















2 3 4 5
元禄 2
1689
3 4 5 6 7 8 9 10 11
常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会
陵王 ○ ○ ○ ○ ○









13 14 15 16 17
宝永 2
1705





陵王 ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
還城楽 ○ ○ ○ ○









3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会
陵王 ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
還城楽 ○ ○
貴徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○





14 15 16 17 18 19 20 21
元文 2
1737





陵王 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○
還城楽
貴徳 ○ ○






























陵王 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
還城楽 ○ ○ ○ ○ ○
貴徳 ○ ○ ○ ○
散手 ○ ○





















納蘇利 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
還城楽






4 5 6 7 8 9
寛政 2
1790





陵王 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




































11 12 13 14 15
文政 2
1819
3 4 5 6 7 8 9 10 11
常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会
陵王 ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
還城楽 ○ ○






12 13 天保 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会常楽会聖霊会
陵王 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○
還城楽 ○ ○
貴徳 ○






























陵王 ○ ○ ○ ○ ○
納蘇利 ○ ○ ○ ○ ○











































まり、この時期の四天王寺においては、常楽会と聖霊会においては、ほぼ 2 回に 1 回程度の割
合で童舞が舞われていたのである。実際に、【表 3】に示したように、元禄 2（1689）年から同




















































































同年 2 月 15 日の四天王寺常楽会においても、東儀家が〈納蘇利〉を舞う権利を主張したらしい

















































25）	東儀文均の「楽所日記」嘉永 7（1851）年 1 月には、文均子息文言が舞御覧にて童舞〈納蘇利〉を奉
仕した記事があるが、そこにも、装束に関する特記事項はないので、大人の装束に同じく官庫から出






















































曲目	 8 以下 9 10 11 12 13 14 15 16 17 以上
陵王 1 2 2 6 13 9 7 5 1
納蘇利 6 10 8 13 11 7 7 2
還城楽 1 1 1 4 3 3 3 2
貴徳 1 2 1 4 8 6 4 2
散手 1 3 2 4 2 1
抜頭 1 1 3 3 4 2
甘州 1 1 1
安摩 1 2 4 1
地久 1 1
蘇莫者 1 1
迦陵頻 19 21 20 25 21 15 10 5 1
胡蝶 14 10 15 20 23 22 13 4

























〈抜頭〉の右方走舞すべてを童舞で担当。この時 12 歳。翌享保 2（1717）年の〈納蘇利〉
は東儀家の番であったため〈貴徳〉、〈抜頭〉を童舞で担当。享保 3（1718）年は、〈納蘇
利〉を林広当（10 歳）が童舞で担当し、広基（14 歳）は、前年に同じく〈貴徳〉、〈抜頭〉

























おいては、〈万歳楽〉、〈桃李花〉、〈甘州〉が 5 人舞で記録され、左方平舞装束が 5 領準備で




明和 6 年の聖例会では左方の〈万歳楽〉、〈桃李花〉、〈甘州〉は 6 人舞となり、右方では〈蘇
利古〉は 4 人舞のままであるが、〈延喜楽〉が 5 人舞となったことから、左右ともに御聖忌
に合わせ、舞楽装束の修復・整備が行われた可能性がある。



















⑫　	⑪の薗広名および林広治、林広就のその後を確認すると、広名が 12 才、広治が 13 才、広
就が 12 才となる文政 3（1820）年まで、広名による〈迦陵頻〉、広治と広就による〈胡蝶〉
が舞われているが、文政 4 年になると、このメンバーが法会に出仕しているにもかかわら
ず、彼らによる〈迦陵頻・胡蝶〉の舞は演じられなくなる。文政 5 年には、14 才になった
広名が〈迦陵頻〉を舞っているが、これが最後となる。一方で、〈迦陵頻・胡蝶〉を舞わな
くなっても、広名は〈陵王〉、広治、広就は、〈納蘇利〉、〈抜頭〉、〈貴徳〉を童舞で担当し






















　また、「楽所日記」安政 6 年 1 月 16 日条の以下の記事も参考としたい。これは、禁裏での事
例になるが、同日条には、四辻家より「当月下旬関東使之節於　小御所東庭舞楽被仰付　御目
録等被仰出」されたのに対し、「東儀福太郎文礼、舞楽之節童形鉦コ之儀」を願い出て認められ
たことを記されている 30）。同年 1 月 8 日に差し出したとされる願書の控えによれば、文政 7 年 9
月 15 日、同 8 年 8 月 7 日の舞楽において「東儀故左兵衛少尉文運童形ニ而鉦鼓参勤之儀」とあ
る例 31）をもって同様に認めてほしいとしており、その提出者は在京東儀家本家東儀河内守であ
る。なお、願書には、上記の他にも例書があり、それによると
天明 7 年 5 月 25 日	 小御所舞楽管方襲装束　東儀大和守文順代東儀性之助文暉
文政 3 年 3 月 16 日	 御楽音所前庭舞楽管方襲装束　東儀益千代文均
文政 7 年 9 月 15 日	 御学問所前庭臨時舞楽管方襲装束　東儀秀之助文秀
文政 8 年 8 月 7 日	 御学問所前庭舞楽管方襲装束　東儀秀之助文秀

























姓名 担当曲目 9 歳以前 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳 17 歳 18 歳
林
広基
納蘇利 ＊ ＊ ＊ ＊
面舞
貴徳 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
抜頭 ＊ ＊ ＊
林
広規



























王〉舞人に関しては、薗広邑が 17 歳で「面舞始」、〈蘇莫者〉舞人薗広篤 16 歳に「面初度」、〈抜
頭〉舞人林広輔 19 歳に「面舞初参」などがあり、面舞を初めて舞った年齢は、14 歳から 19 歳






































On warabe-mai （bugaku-dance performed by child/children） 
performed in Shitennoji Temple during the Edo period.
Miho MINAMITANI
 Not many dance music costumes for child/children（童舞舞楽装束）exists in Shitennoji Temple 
that are made before the Edo period. However, according to the related historical materials including 
"Shitennoji Bugaku-no-ki（「四天王寺舞楽之記」）", it is clear that bugaku-dance by a child or children 
were performed frequently in Buddhist ceremonies in Shitennoji Temple during the Edo period. 
Therefore, it can be said that small number of the existing child－dance costume in Shitennoji Temple 
does not consistent with the situation of bugaku performance in the temple of the Edo period.
 To clarify the cause of this contradiction, I analyzed related historical materials to clarify the actual 
situation of child dance performances at Joraku-e （常楽会） and Shoryo-e （聖霊会） in Shitennoji 
Temple of the period. Furthermore, those historical materials show that the young siblings of the 
musician who performed those child dances also engaged in the dancing performances together with 
adult dancers. Regarding the distinction between child-dance and adult-dance was strictly done only for 
hashiri-mai（走舞）by whether to wear the mask for the dance or not, I deduced that not only in some 
cases child/children dancer/dancers performed the bugaku-dances wearing the adult's costumes without 
attaching the mask.
 Based on these considerations, we will see how the contradiction between the few numbers of child 
dance costumes that exists in Shitennoji Temple and the actual performance situation during the Edo 
period should be elucidated.
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